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【対談の目的】
山田 では，教養部を振り返って本学の教養

教育を考える，というテーマで対談をはじめ

たいと思います。

この企画は，小島先生と本城先生が今年度

で退職されることを機に，最近何かと話題に

なっている教養教育について，かつて教養部

に所属していた先生方のご協力いただき，当

時の本学の教養教育について語っていただく

ことが目的です。

実際，そもそも教養部の記録が余りないと

いうか，教養部自体どんなことをやっていた

のか，そのことについての記録があまりなく，

また，当時，リベラルアーツとか，ちょうど

大学設置基準の大綱化のもとで，本学部の教

養部を廃止するという改組転換の際にいろい
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ろ検討されていたので，その資料を探し出し，

当時の議論や取り組みなどについて残してお

くのは意味があるだろうと考え，この対談に

至りました⚑。

また，昨年，東北・北海道地区高等・共通

教育研究会でも，全体会の基調講演が⽛教養

教育の危機─米国・欧州・日本⽜というテー

マで，要は日本で政策的に教養部が廃止され

た結果，教養教育を考える場がどんどんなく

なっており，いろんな歪が生じている，との

提起がされた。そういう意味でも教養教育と

いうか，教養部が存立している時代に取り組

まれたいろいろな課題や実情について，当時

の先生たちの考え方や経験をいろいろ聞き残

し，今後に生かすことも含めて考えようとい

うことです。

主な論点は三つぐらい。教養部がどのよう

な教育を追求したのか，教養教育という意味

でもあるし，初年度教育，今言われるような

入学時にどのような転換教育をするのかとい

う点。当時，この課題は学部の方にも振られ，

教養部を解散したら⚑年から入学した学生を

学部できちんと教育できるのか，と突きつけ

られ，いろいろ検討したように記憶してます。

⚒番目は専門を探求してきた研究者がどのよ

うに学生の教養教育をするのか，そして⚓番

目は，では望ましい教養教育とはどのような

ものか，の三つです。

私も今覚えているは，小島先生が覚えてい

らっしゃるかどうかわからないですけれど

も，学部を超えて大学教育を考えるような有

志の研究交流会が開かれ，丸山先生とか小島

先生とか入っていて，何年だったのかな。

小島 私が呼びかけたのです。

山田 ああ，そうですか。あのときは，専門

教育，専門の研究者として教えることと，実

際の学生を対象にして，特に入学したばかり

の学生にどのように何をどう教えるのか，と

いうギャップを教員の立場から見てどう考え

るか，たしか先生がそんなテーマを提起され

ていたと思います。専門でやっていることを

そのまま学生に教えたって，やっぱりだめだ

な，というあたりで私も悩んでいるときにそ

んな集まりがあり，今でも教員に共通の悩み

でもあるので……。もう 30 年ぐらい前だか

ら，余り鮮明に覚えておられないかもしれま

せんが……。

小島 やったということだけは覚えているの

だけれども。やったという記憶あるよね。何

やったのか，ほぼ覚えていない。

岡崎 教養教育についていえば，教養部の方

針というのはなかったわね。でも，それぞれ

の分野ごとに系列というのがあって，そこで

は議論していたけれども，例えば語学とか自

然科学系列とか，でも社会科学系列の人たち

は会合はなかったようですが。というように

系列ごとに異なる実情でしたから，相当個人

に任されていました。

だから，もう 30 年前でも今も，課題はその

個々の科目をどのように有機的につなげてい

くかということがあり，結局それは当時最後

まで実現しなかったという印象があります

ね。
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1 ⽛大学設置基準の大綱化⽜とは，教育研究の多様化を図るため，大学の設置基準の規制を緩和する 1991 年から
推進された文部科学省の大学政策。



【改組転換前の教養部】
本城 でも結局，今言ったようなことがその

改組のときにやっぱりうまくいかなくて，僕

ちょうど 96 年ぐらいに在外研修に行ってい

たのですよね。その前から検討が行われてい

たのだけれども，帰ってきたらもう教養改組

というか解体が決まっていたので，今，岡崎

さんの話につなげると，教養部としての全体

の方針というのが余りなくて，個々にはあっ

たけれども，それが大学設置基準以降の改組

転換を検討するときにもやっぱりネックに

なっていたのかなという気はしますね。

山田 組織的にそういうことを検討するの

は，やっぱり弱かったという実状が確かにあ

りましたね。

本城 あともう一つ言わせてもらえば，学部

は⚓年，⚔年の専門教育では足りないとずっ

と思っていたので，機会があれば早目にとい

うふうに思っていたのと，その両方ですね。

教養部の組織的なカリキュラムとか方針の検

討がちょっと弱かったのと，学部は専門教育

を⚒年じゃなくて⚓年，⚔年やりたかったっ

ていうのと，その両方が大学設置基準大綱化

をきっかけに出てきたのかなという気がしま

す。

岡崎 あと，最初の⚒年間は，例えば⚑部と

⚒部の間の移行，あるいは転学部なんていう

のも全部教養部が審査していたので，それは

学部からは苦情が出てたわね，自分たちの学

部の学生が教養部に審査されるのはおかしい

と。

本城 なるほどね。だから自分たちの学部の

学生が⚒年間は人質にとられているみたい

な，それに対する不満はずっと，これ一番大

きいのかなという気はしますね。

小島 身内もそうですよね。教養部が教養部

長が要は入試委員長でしたからね。私，最後

の事務局長やってて，来たばっかりなのに事

務局長って，今の入試部長の半分ぐらいの仕

事はしましたよね。泊まり込んでいました

ね，あのころは。

【教養部改革の⽛幻⽜のプラン】
山田 資料⚑は，教養部で検討されていた教

養教育のカリキュラムプラン，当時教養部を

解散して各学部に分属した形になるのか，そ

れとも教養部という形の中身を変えて一般教

育をやるのかとか，文科省とか政策ではそう

いう路線がどうも幾つかあったみたいですけ

れども，教養部のほうではこういうことも考

えて，教養課程検討委員会で報告されたのが，

資料⚑のカリキュラムプランです。

これが割と大学入門とか学問基礎論とか，

フレッシュマンズセミナーなどいろいろ新し

い試みが導入されており，今の初年時教育と

つながるものが，当時教養部でも検討もされ

ていたんだなと。

結局日の目は見なかったのですが，学問入

門とか，分野的にもいろいろテーマ別のもの

があり，そして科目名称も変え，新しい教養

教育を追及しようとしていた，ということで

しょうね。

本城 これ検討の最後のほうですよね，95

年。最後のほうというか，97 年で決めるから

……。

岡崎 全く覚えていないな。

山田 ぱっぱと少人数でつくったのかな。

本城 でも，議論もやっていましたよね。

2

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年⚓月)

3

本学の教養教育を考える─教養部を振り返って─（小島康次，本城誠二，亀井伸照，岡崎敦男，大谷通順，山田誠治)



4

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年⚓月)

5

本学の教養教育を考える─教養部を振り返って─（小島康次，本城誠二，亀井伸照，岡崎敦男，大谷通順，山田誠治)

資料⚑-①

教養部カリキュラムプラン 95 年⚒月

⽛教育課程検討委員会⽜の報告
Ⅰ．趣旨

Ａ．先の報告にある考え方を基本的に継

承している

⚑．大学教育の目標と設置基準の大綱

化の捉え方

⚒．専門教育科目と共通教育科目との

構成

⚓．単位数の配分：専門教育科目 88

～共通教育科目 36～

Ⅱ．⽛大学入門⽜としての諸科目

Ａ．⚑年前期

Ｂ．Freshman’s Seminar ⚒単位

⚑．大学生としての基本的な能力

⚒．個別授業のなかでおこなわれてき

たことを，集中的・効果的におこ

なう

Ｃ．Computer Literacy ⚒単位

⚑．コンピューター操作の基本的技術

Ⅲ．⽛学問基礎論Ⅰ～Ⅲ⽜ 各⚒単位

Ａ．諸学問の基礎理論となるべき部分

⚑．⚑年前期と⚓年後期 or ⚔年前期

に，⚒種類を開講する

Ⅳ．⽛学問入門⽜ 各⚒単位

Ａ．各学問分野の入門講義

Ⅴ．テーマ科目群

Ａ．既存の⽛系列⽜を組み替える

⚑．⚑年次後期から。当該テーマの多

面的な講説

⚒．各テーマに⽛総合講義⽜を設ける

⚓．ゼミナール

Ｂ．各テーマ：⽛現代⽜と地域性

⚑．現代の文化状況

⚒．言語コミュニケーション

⚓．地球科学と環境

⚔．ライフサイクルと発達

⚕．現代世界と北方地域

Ⅵ．外国語科目

Ａ．各国語からの選択必修

⚑．選択条件に，学部・学科による差

異

⚒．新しいカリキュラム

Ｂ．英語

⚑．ESL（English for Second Langu-

age）の教育方法をベースとする

⚒．Skill 別のクラスに分け，資格取得

を目標とするクラスも設ける

⚓．⽛言語文化演習⽜

⚔．開講年次は，暫定的なもの。学生

は年次にかかわらず参加できる

Ｃ．その他の外国語

⚑．履修の枠組み

⚒．各国語によって，内容が異なる
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資料⚑-② カリキュラム・プラン／共通科目・テーマ科目
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資料⚑-④ カリキュラム・プラン／第二外国語

資料⚑-③ カリキュラム・プラン／英語



岡崎 これは全学カリキュラム検討委員会と

はまた違うのですか。

大谷 その前の段階ですね。これ，教授会で

もって山口先生と藤田先生二人で発表されま

したよね。みんなで突っつきましたけれど

も。

本城 これ，なかなか悪くないと思って。

山田 なかなか斬新な試みなのでちょっと

びっくりしました。

岡崎 じゃあ藤田先生の作品やね。

小島 詳しかったですね。こういうのは基本

的に藤田先生が意見出してきちんと詰めてく

れるのですね。いろいろなことをばあっと。

みんな勝手なこと言ってもまとめる人いない

でしょう。みんな勝手に言ってたら全然まと

まらないよね。だからちゃんと形にしてくれ

たので，こういうふうになっているのだけれ

ども……。

本城 たまたま 97 年ロンドンへ行ったとき

に藤田さんから電話あって，現代文化論を担

当してもらえないかという，新しいカリキュ

ラムも具体的に決まっていたものね。僕アメ

リカ文化しかできないけれども，それでもい

いですかと言ったら，それでいいのですとい

う話。ああそうなんだ，もう決まっちゃって

いるんだと思いました。

【学部と教養部の⽛確執⽜】
小島 当時，各学部は犬猿の仲でしたっけ。

どっちかというと。

本城 そう，確かにね。やっぱり，それは学

部教育を担う人と教養教育の人との対立が

あったのかな。でも，教養部改組のちょっと

前に，東北学院大学は教養学部に改組してい

るので，うちが解体した後，そういう道もあっ

たのかなと思いました。だからそれは多分，

大学設置基準大綱化前後からもう議論してい

たから間に合ったのでしょうけれども，全く

逆ですよね。学部に改組したのと教養部をな

くしちゃったのと。

岡崎 それはもう，教養部をなくすというの

が懸案やったからね。学部にとってはね。

小島 うちの場合は，やっぱり教養学部とか，

という発想は言葉すら出てこなかったです

し。

岡崎 東大のように L 字型に上にも伸ばす

という考えが出たことはあったけど。

小島 そっちのほうはね。だけれども，うち

の中ではもういかに教養部を潰すかという，

その教養解体意思が……。

亀井 教養解体が，極論になりますけれども，

前提だったような気がしますね。

本城 それはそうだよね。だから学部を後か

ら改組した後，語学を必修にしないという方

針を見て，ああすごいなと。しかもたくさん

取れるようにするのですよね。自由選択をす

ごく広くして，大学で学部として語学を全然

必修しないという選択が，よっぽど嫌ってい

たんだろうなという。教養ってなくてもいい

ということ……。

【学部の目線と教養部の目線】
岡崎 やっぱり学部に所属してわかったの

は，学部の人というのは，本当に学部を中心

で物事を考えるのね。まず自分たちの学部の

ことを軸に，でもこちらは教養部時代の経験

が基礎になっているので，まず大学のことを

考えるわけね。だから本当に折り合えないこ
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とというか，発想が違うからかみ合わない話

が物すごく多いです。どうしてそんな議論が

出るのかお互いに理解できない。

大谷 同時に，教養の中で先ほど岡崎先生が

おっしゃったけれども，この議論していると

きに，本当に社会科学系列の人たちってまと

まらないな，というのをもうつくづく感じま

したね。

小島 課程の教育の中にいても，外の話が全

然入ってこないのですよ。だから教養部とい

うよりも，要するにもう全然系列としても成

り立っていませんから，私の場合は個人なん

ですよね。

本城 社会科学系列は，固有の問題としてそ

うなのでしょうか，そこにいた先生たちがた

またまそういう，個々の先生の特徴なのか，

社会科学系列自体の特殊性がそういうふうに

なっているか。両方なんですか。

小島 いや，人でしょう。別にそんな仲悪く

なる専門性というのはないと思いますけれど

も。

本城 例えば，主義主張が強くていろいろ自

己主張するとか，そういうのも関係ある。

亀井 多少はあったかもしれないけれども

ね。

本城 そうだね，でも学部の気持ちもわかる

んだよね。やっぱり⚒年間じゃ学部が考える

教育は難しいという学部の専門の人たちの。

だから，くさび形という

のもありましたよね。

小島 だから教養は教養

で今，岡崎さんの言う学

部は学部しか考えないと

言っていましたけれど

も，教養は教養で全体のことを考えると言っ

ても，やっぱり⚒年のことしか考えていない

のですよね。じゃあ逆に⚓，⚔年の各学部の

専門性にどうつなぐかという，そういう学部

のほうのニーズを教養部で真剣に考えていた

かというと，考えていなかったのですね。だ

から学部の不満もわかるのですよ。多分，学

部の立場に固執しなくても，⽛教養部は⽜と。

で教養部は⽛学部は⽜と言っちゃって，ある

意味互いに門前払いしたような，全体にそう

いう雰囲気があったんじゃないでしょうか。

山田 当時，小島さんの研究会であったみた

いに，同じ研究者としてはずっと専門的な

テーマを持ってやってきたのが，採用された

大学学部の所属によって，専門担当，一般教

育担当となり，また別表⚑，別表⚒という区

別の中で，異なる立場に置かれる。しかし，

教養担当となれば，いろいろな課題が託され，

教養部に属したがゆえに託されるようなこと

なんかも含めて，個々にもいろいろな問題が

あったのかな，というあたり感じます。

岡崎 教養部としてまとまりがなかったこと

もあり，教養部が解体するときに全学カリ

キュラム委員会で，それぞれの教員の希望に

添ってこれまで⚑年間でやってきたものを半

年にしてしまいますとか，そんなことが自由

にできてしまったんだね。あれで，まとまり

がないなりにもいろいろな分野をカバーでき

ている教養のカリキュラムが，相当偏ってし

まったという印象を持ちましたね。

例えば，学部の方から見て，物理の人が⚑

年間文化系の学生に教えるのなんて嫌だ，と

思ったら半年にしてしまうとか，そういうこ

とが実際に起こって，やっぱりそういうとこ
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ろが薄くなってしまった

んだわね。もうみんなの

関心が学部中心になって

いったしね。

亀井 僕の勘違いかもし

れないのですけれども，

やっぱり学部に行ったときに，大学⚔年間で

はなくて⚓年で終了させるという雰囲気がな

んかありました。もう⚓年で卒業させてあと

⚑年はもう就活，だから，という雰囲気が何

となく，私の勘違いかもしれませんけれども，

教養⚒年，学部⚑年半，学部ではなくても⚓

年で大学教育を終わらせ，あとは就職，みた

いな雰囲気があったような気がしますね。

岡崎 同じことを聞いたことがあります。就

活だけではなくて⚔年生は⚑年間自由にやら

せるという，なんかそんな感じでしたわね。

亀井 そうすると，やっぱり教養の個々を圧

縮していかなければならないということが

あったかもしれないですね。

山田 就職が早期化してきた，早まってきた

当時の事情も確かにありますね。

【教養科目の年次配当】
大谷 今，岡崎先生に言われて思い出したの

は，全学カリキュラム委員会で年次配当しな

いという結論。我々語学はずっと担当して，

要するに副専攻と同じような考えで⚔年間や

るんだということを言っていたのに，講義担

当の先生方があっさりとそれを下ろしてし

まって……。最低限でも⚒年までと考えてい

たのですがね。⚔半期の積み重ねだから⚑，

⚒，⚓，⚔という，そういう階段を踏むよう

に，専門課程で細分化したり専門化したりす

ることが，教養でもできると最初踏んでいた

んですよ。すると，持ち帰ったらあっさりと，

それ要らないと言われて驚きましたよね，年

次配当要らないというような主張ね。あれは

全部実は学部からの押しだけではなくて，教

養の中で起きたことですよね。

岡崎 あともう一つ，年次配当がなくなった

理由として，教養科目はいつ取ってもいいん

だという，そういう主張がありましたよね。

⚔年に取ってもいいんだというね。

本城 その理由は特に言っていない。

岡崎 教養科目が積み重ねであるとは思って

いなかったようなんですよ。

本城 余り考えていないと。

大谷 それ，強く言われましたね。今やもう

積み重ねということを考えないで，こっちは

そうは行かないということで。ただ，これは

私たち頑張りますよね，当然語学のほうは。

岡崎 語学だけは，それは主張できるけれど

もね，残りの科目は，まずこれを取ってから

こっちを取りなさいみたいに，そういう有機

的なつながりはなかったからね。ばらされて

しまっても文句は言えないようなところはあ

りましたね。

本城 だから，法学部の学生に向けては，ど

れをいつ取ってもいいというサービスは用意

するのだけれども，それを担当する教養の人

に対しては配慮とか，なかったような気がす

るね。今でも割とそういうところ，ちょっと

ありますね。

亀井 いえいえ。

【⽛タコツボ化⽜した専門と教養】
亀井 教養の積み重ねの学びの線は三つあり
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ましたよね。それが科目によって全部別の，

だから自分の専門以外には口出さない，とい

う雰囲気はちらっとありますよね。自分の専

門に近い人だけで結構人事を動かさなきゃな

らないという。

岡崎 ⽛干渉⽜されるのが嫌だという人たち

はいるからね。人にも⽛干渉⽜しないけれど

も，自分たちのことにも⽛干渉⽜してほしく

ないという，そういう関心が閉じてしまって

いる人たちがいますね。

本城 それって大学の教員ってある程度そう

いう人は多いんじゃないですかね。

岡崎 でも，教養部出身の人って余りそうい

うのが基本的にないでしょう。自由に別の分

野に対しても文句を言うような，そんな世界

だったからね，教授会が。

山田 うちの卒業生でも，授業で何を覚えて

いるかと聞いたら，結構教養科目のことを覚

えていて，化学でこんなことやったとか，こ

の先生こうだったとかね，なかなかしっかり

覚えているのですよ。専門だったら，ただ難

しかっただけで，ただの単位所得みたいな感

じだけれども，当時なんで教養部でそういう

雰囲気があったのかなっていうのも今回

ちょっと知りたいです。

大谷 別に学園の教養部だけに限ったことで

はなくて，教養教育って基本的にはそういう

ことでしょうね。私たちやっぱり心になんと

なく戒めとしていたの

が，要するにタコツボの

中に入っていてはいけな

いということで。それか

ら，専門性に安住すると

いうのは堕落である，と

いうことを何度も言われました。それに，何

も知らない人に話をするんだということを

ね。専門のところにいる限り，顔見知りを相

手に専門用語を使って気楽にやりますよ，い

つまでも。そうじゃなくて，何も知らない人

と初めて会って，自分のやっていることを説

明するというのは，それなりに大変ですよね。

それを心がけろとか大分言われましたよね。

どこの大学も多分そういう傾向があったん

じゃないですかね。

山田 それは外部の先生たちからも指摘はあ

るんですよね。まだ北海学園は難しく教えて

いるが学生はちゃんと受けとめられている

か，を意識しないで教えているんじゃないか

と。放置されるのはまずいな，と思います。

岡崎 僕は二つの学部しか知らないのだけれ

ども，教養部は意見を言うときに自由だった

という印象がありますね。学部に移った最初

の年，98 年だったと思うけれども，最初の年。

教授会で思ったことを言ってたんだわね。そ

のやり方おかしいんじゃないですか，とか普

通に。そうしたら，やっぱり受け入れられな

い感じがありましたね。若い人から⽛あんな

こと教授会で言って怖くないんですか⽜って

言われたりして。年寄りが言うことに対して

若手は反論できないという雰囲気がありまし

たよ。だから，すごく雰囲気違うところだな

と思ったんですけど，結局好きなことを言っ

てましたね。

山田 やっぱり，いろいろな分野の人が集

まっているから，自然とそうなっていくんで

すかね。

岡崎 あと，自由に言えないところというの

はだめだなというのは，その後実感している
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よね。

大谷 教授会だって長かったですね，毎回。

小島 教養部。

大谷 根本のところから話始まるでしょう。

⽛そもそも論⽜が多くって，この辺になるとも

う大活躍の先生って必ずいたよね。先生も含

め，岡崎先生も含め，いや長いなといつも思っ

て。

山田 大活躍の先生といったら。

小島 いっぱいいましたよね。

本城 僕は経験した学部で，そんなになんか

意見を言うのは言いづらいと思ったことはな

いけれども，やっぱり学部のこと以外には関

心余りないっていうのは思いましたね。だか

ら教務委員会の報告でも，全体のこというと

長くてみんな嫌がる。学部のことだけに集中

して言わなきゃなんないと，そうすると全学

的なことって何となくだんだんわからなく

なってきて，関心なくてわからなくなってく

るというのはあるような気がしますよね。

大谷 委員会はそうですね，確実にね。

【教務委員会にも課題が……】
山田 それちょっと教務委員会としても何と

かしなきゃなという……。

岡崎 今は教務委員会ってルーチンワーク的

なことしかやっていないでしょう。問題だと

思うよ。

山田 教務委員会ってそういうところだと

思ってました。

岡崎 いやいやそんなことないって。

本城 でも，いろいろ議論することは教育開

発運営委員会のほうっていうふうに分けては

いる。

岡崎 課題を教育開発運営委員会に回してし

まっているけれども，本来違うんじゃないの。

本城 でも，一般教育と学部のカリキュラム

と教養と両方やっているから，実務的なこと

だけでもいっぱいいっぱいではあるんですよ

ね。

山田 ということをしながら，結局一般教育

全般のこと，今回いろいろ実感しましたが，

分属している各分野の教員を含めて小委員会

を立て，一応各小委員会と教務委員会から一

般教育の担当者も各学部と連携して決めるん

だけれども，やっぱりその決め方，どういう

人をとるのか，とか何かを含めて，ちょっと

薄くなっているというか，学部任せになって

いる感じはあります。そこで一般教育担当者

があまり何も言えないような感じになってい

るのがどんどん続いていくと，本当に一般教

育を考える場所というか，こういう方針だか

らこういう人をとるとか，そういうものが出

てこないし，小委員会もなかなかうまく機能

しない。これはちょっとどこかで何とかしな

いと，と言いながら大きな方針がもうやっぱ

り学部のカリキュラムの中に入っているか

ら，どうしたもんかなと。

本城 共通教育委員会のときもそうだったん

だけれども，教務委員会は，学部からの委員

⚒名のうち一人は一般教育担当者で，一人は

学部の専門って，共通教育でやっていたので

すよね。でも，教務委員会の規程ではそれが

ない。

岡崎 けれども，教務委員会に一本化すると

きの実務委員会では，その方針を決めたとい

うよ。

本城 でも実際にはそうなっていないから。
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岡崎 明文化されていないからね。だから，

工学部は共通教育の人が出たことがない。工

学部では教務はいつも専門科目の人が担当す

るので……。

本城 あと，学部の学科のいろいろ委員を出

す都合はあるのでしょうけれども，そういう

ふうにきちっと明文化しないと，一般教育の

ことも知らない学部の専門の人ばかりが教務

委員会にいるっていう，そういう風景って結

構見られますよ。

岡崎 それで，教授会での報告には一般教育

の話はあまり出てこない。

本城 そうそう。人事でも，一般教育の先生

の意向も入ってるんだろうけれども，少し趣

が変わってきている人事があってびっくりし

ましたね。

岡崎 どうしてもやっぱり学部の意向が入っ

てくるんだわね。学部の教育にもかかわって

もらえる人，というような発想で人事をする

ので，こちらから見るとなんかそういうこと

は本当は全然重要じゃないのに，なぜそんな

こと考慮するんですかいう，そんな視点での

人事になっているわね。

本城 でもやっぱり年齢構成とか，ジェン

ダーというか，女性教員を優先的にとか，そ

れは入ってきますよね。

岡崎 そういう発想でやっている。

本城 一般教育の人もそうですね。多分にそ

ういうふうになっていますね。やっぱり学部

学科の年齢構成とか女性を優先とかというの

は働いていますよね。

大谷 でも，共通教育の立場から見たときに，

それが歓迎できないことではないですよね。

幸い合致していますよね。

【人事について】
山田 今はね，一般教育に関しては小委員会

で機能しているところと機能していないとこ

ろがあって，あれをもっと人事だとかもっと

位置づけを高くして，各学部にも反映してい

くような形，生かし方みたいなことを考えな

ければいけないと思いました。

岡崎 でも難しいな。もう今の共通教育を担

当している人のほとんどは，教養部時代を知

らない人でしょう。入ったときから学部に所

属しているので，どうしてもやっぱり学部が
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大事だという発想になるからね。だから，そ

の人たちが集まって議論しても，本当にまと

まるかどうかはわからないと思うよ。

山田 でも，やっぱり一般教育に関する大方

針というか，カリキュラム体系の位置づけと

か，そういうものがなかなか曖昧で，はっき

りしていない，決めるところもない。

本城 そうなんだよね。森下先生のときに一

般教育改革の準備して，僕のときにやらせて

もらったんだけれども，やるのが精いっぱい

で，今言った小委員会がいろいろ実際的に動

けるようなやり方を検討できないで，山田さ

んのほうに送っちゃったんで，そう言ってる

うちに岡崎さんの言うように教養部経験して

いない，新任の一般教育担当者が多くなると，

余り必要を感じなくなってしまっている。そ

ういう時間的なギャップというのはあると思

うんだよね。

【教養か専門か】
山田 タコツボ化をタコツボ化してはいけな

いというのが，やっぱりキーワードみたいな

感じになっていると思いますが……。

岡崎 それをみんながそうだなと思えば何か

新しい方向を考えるけれども，思わない人も

いっぱいいるでしょう。専門教育というの

は，基本的にタコツボ的だと思うんだわね。

ほかの分野から口を出されると，かえっても

うイライラするみたいなね。

小島 なんか教養部解体のとき，議論として

は教養をなくすのではなくて，学部教育とい

うのは，そもそも本当の専門ではなくて，本

当の専門は大学院だと。もう要するに，それ

ぞれの専門科目を通じた教養教育なんだと，

そういうようになったのですよね。

だから，あの時の議論を本当に追求してい

けば，学部の先生方にとっても，今言ったみ

たいにもっと基礎的な，あるいは幅広い教養

的なところから，自分たちもタコツボではな

くて，むしろ裾野を広げていって，その上で

専門性を積み上げてそっちの土台のほうから

教えていくと。結局教える側も幅が広がる

し，教えられる方はただ専門性というだけで

はなくて，それが即教養教育にもなるという

形が理想的だ，みたいな話をしていたのです

ね。

だけれども，やっぱりこれってみんながそ

ういう問題意識を，またコストと時間もやっ

ぱりかかりますから，それぞれの人たちの自

分の専門性を高めるほうはやりやすいけれど

も，これを広げるというのは基本的にはコス

トはかかるけれども，しかも教員にとっては

パフォーマンスというかメリットは余りない

のですよね。学生にしかないので，専門家と

して見たらやっぱり専門性を深めていったほ

うが，ある意味パフォーマンスとしては，つ

まり研究者としてのメリットはありますよ

ね。そっちのほうがやっぱり評価を得られ

る。やはり裾野を広くしたって，これ評価を

得られませんから，大体。

岡崎 実際，全国でもいろいろな大学が教養

教育をどう位置づけるかということを考えて

いるけれども，やっぱりそんなにうまくいっ

ていない。というか，どこも持て余している

ところがあるからね。ただ，早稲田大学や国

学院大学みたいに副専攻を設けた学校で，自

分の専門ではない分野をもう一つ副専攻とし

て選ばないといけない方式にすれば，例えば

12

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年⚓月)

13

本学の教養教育を考える─教養部を振り返って─（小島康次，本城誠二，亀井伸照，岡崎敦男，大谷通順，山田誠治)



法学部の人は法学以外の分野も修められると

なったら，それは経済を取るかもしれないけ

れども，教養関係を取るかもしれないし，そ

のような選択できる複線化をしていくと，少

し裾野が広がった教育ができると思う。うち

の大学なんかも副専攻制になったらいいなと

思っているのだけれども，そもそもそんな話

をする場所が，教育開発運営委員会以外はど

こにもないですね，本当に。学部の中でもそ

んなキーワードはないし，なかなか話が広が

らないんだわね。

小島 経営学部でも経験したのですが，心理

学を経営学の中に位置づけるというのは，ア

メリカなんかではもう普通に行っているので

しょう。だから，当初はすごく期待されてい

るんじゃないかなと勘違いしたのですけれど

もね。実際に，やっぱり学部ではそういうふ

うにやって，そっちはそっちであんじょう

やっておくれ，こっちはこっちでやりますっ

て。

最初は私も教養部と同じように，みんなで

研究会やりましょうと，⚓回ぐらいはやった

かな。みんな⽛珍しくアカデミックな集まり

ですね⽜とか言いながら，結局そういうリッ

プサービスはしてくれるんだけれども，次に

いろいろ変な会議ぶつけられたりして，結局，

という形なのですよね。やっぱり他の専門と

も忌憚なく意見交換というのは難しいのか

なって，私は楽しいなと思ったんですけれど

もね。なんかちょっと……。

【器もないのに専門，専門って，】
大谷 でも，入ってくるお客さんのことを考

えたときに，それを一つの器だとして，その

器に必死になって専門教育を注ぎ込んで，一

体どんなのが出ていくのでしょうか。そもそ

も私は自分の専門をここで生かしていない，

と言ったら何ですけれども，やっぱりタコツ

ボに入らずに何とかやっていかないと食って

いけない。中国文学家を育てたってしようが

ない，ここでは。立場がそういうことだった

ものですから，専門を教えようなどと一度も

思ったことないのですよ。ひたすら自分の専

門のものを注ぎ込んで，それでなんか成果が

できたと思っている。きっとその先生はハッ

ピーですよね。でも本当にその子たちに意味

があるのかどうか，それね。

岡崎 やっぱり専門の人にとって，⚔年間一

貫教育というのは専門教育に関する話だわ

ね。小島さんが言うような，広い教養の科目

も含めての⚔年間一貫という発想はなかなか

ないからね。ただ，学生から言うと，やはり

⚑年目教養科目ばかりだとすごく不満がある

でしょう。自分は教養科目を勉強しに来たん

じゃないと。例えば，建築を勉強しに来たん

だと思っているのに，最初ほとんどは教養科

目だと。学生は早く専門に触れたいと思って

いるので，ちょうどどちらもいいように配分

しないといけないのが難しいところやと思う

わね。

山田 例えば，社会科学の分野でも歴史的な

背景などの理解がないと，やはりなかなか通

じないし，その専門分野も含め社会認識の歩

みそのものが歴史でもある。

小島 私はいつも心理学を教える際は，やっ

ぱり一番最初は心理学史なんですよね。認知

心理学という，一応タコツボ的なあれなんだ

けれども，でも，やっぱりそこに行くまでに
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⚓分の⚑ぐらいは心理学史なんですよね。学

生がどう思っているかはわからないのだけれ

ども，私的にはやっぱり心理学の歴史をやっ

ていく，なぜ認知心理学というの。今の時代

に，大分賞味期限は切れているのですけれど

も，今のところそういうふうにしている。何

でそういう心理学が重要になっているんです

か，ということを，やっぱり順序立てて話し

たほうがいいかなと思うのですよね。

何でも理解を深めるには，それぞれの学問

の歴史がその道筋としてあるので，近代科学

の科学革命とか，そういう 17 世紀の枠組み

がそういう心理，心というのを科学で扱うと

いうか，それまでは哲学であったり，心なん

てもの科学で扱うなんてそもそもおかしな話

で，観察も実験もできないはずのもの，それ

をもう無理やり実験するという，そんな話が

何で起きてくるのかというあたりを。みんな

心理学って，当たり前のようにそうだと思っ

ているから，何となくああ，心理学ですかっ

て，というのは，実はよく考えたらおかしな

話なんでね。そういうことを伝えたい気持ち

があるんですよね。

だから，そういうのを建築だったら私は建

築の歴史とか，建築ってどういう，世の中で，

例えばヨーロッパでも，あるいはアメリカで

もいいんだけれども，何でもそこそこの建築

というのはどういう歴史があるのかという，

そういうことが面白いと思うんだけれども

ね。そんなの知った上で，では今の建築技術

どうなんですか，という話になっていく。

やっぱり歴史というのは大事なので，その歴

史の部分って，それぞれ教養部のやっていた

日本史とか世界史というんだけじゃなくて，

それの専門の中での歴史ってあるじゃないで

すか。物理なら物理の歴史とか，すごく面白

いなと思うのですよ，物理の歴史なんてね。

発見のきっかけが物すごく，19 世紀の大きな

転換があって，そういう歴史を経て初めて現

代の物理学があるだろうと思うのですね。そ

ういうのってやっぱり，ただテキストにある

物理学を越えて，私として自分の分野でかな

り広くそういうこと教えられると思うのだけ

れども，もう学問の先端的なことだけ，専門

的なところだけ言われたって，もうさっぱり

わからないって。英語だってそうでしょう。

本城 そういう専門の話ですか。

小島 歴史はあるでしょう，やっぱり。

本城 今，建築の話だと

建築科の学生にとって

は，もしくは建築科の教

員にとっても住まいの歴

史みたいな教養的なもの

と，現代の建築とかの話

を開講科目や年次もバランスとってやれれ

ば，何とか⚑年の学生も建築早くやりたいん

だという学生も満足できるようなものを教養

的に配置できるような気もするのですけれど

も。

僕，38 年間英語教師やっていて振り返る

と，みんな知っていると思うけれども，大谷

さんもそうだけれども，英語教育の専門家で

ない英米文学の専門家がずっと教養の英語を

教えていたっていうのは，ずっとそうだった，

ほかの大学も日本全体がそうだったんですよ

ね。だから，そういう英語を教える素人みた

いな人間が教えてきたことの反省とか，それ

なりの試行錯誤はあるのですが。ただ，僕と
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かの後任って，きっと英語教育になるので，

それ自体は英語を専門的に教える人が教養の

英語を教えるというのは正しいとは思うので

すけれども，やっぱり文学をやってきた人間

のそういう英語教員もちょっとは残してね，

という気持ちも一方ではありますね。反省と

現代の趨勢に対する納得はしています。

あと，英語リーディングというのが，実は

英会話よりも真の英語力に近いところにある

と経験的に思います。アメリカに英語研修に

行くと，最初は南米の学生とか中東の学生と

かよく話す文化を持っている学生がよくしゃ

べるのですよね。日本人はシャイで余りしゃ

べれないんだけれども，⚑カ月，⚒カ月たっ

てくると，しゃべる学生たちはすぐにリー

ディングの力がつかないのですが，日本の学

生はそこそこリーディングの力を持っている

のです。一方では英会話の能力って短期間で

つくから，少したつと日本人の学生のほうが

英語ができるという，そういう事例を結構見

ています。だから日本の英語教育に対する非

難というか，読むだけで会話できないという

のは余り当たっていないなというふうに思っ

ていますね。

小島 余り当たっていないよね。やっぱりそ

うなんだ。

本城 ただ，僕らみたいにみんなが教養で

習った文学やっている英語の先生ばかりとい

うのは確かに効率はよくないよねという，多

分そういう教養教育を受けてきた大学教員が

結構教養教育反対というふうに言っているの

かなと。

大谷 私，時々本当に不幸な教養時代を過ご

したんだろうなと思うのです。つくづく。

【三つの失敗】
本城 すごく思いますよね。だから，そうい

う教育をよくわかっていない文科省の人たち

と，不幸な教養教育を受けた学部の専門の人

たちが教養部を潰したんじゃないかなとい

う。我々もちゃんと統合的な全体の教養教育

をちょっと考えるのを怠っていたかなとい

う。その三つだよね。自分たちの責任もある

んだけれども。

岡崎 学部の教育との連携というのは本当に

考えなかったからね。

山田 どんなイメージになるんやろうね，逆

に連携したらね。

本城 そうだよね。

大谷 あと，こんな例がありました。大学教

育学会があって，⚒回カリキュラム委員だか

ら行かなきゃいけなくて，福島にも行ったこ

とありましたが，そこで，慌ててつくってま

したよ，統合的なそういう学際的な研究テー

マを。地域研究なんかに複数の分野の人が加

わりそれから体育の先生もよく入られてまし

た。例えば私が福島で聞いたのは，カヌーで

もって湿地帯を歩くもので，そんなことも

あって，そこは体育の先生に教えていただい

てという風にね。あと，自然科学の先生も，

当然植物学の先生も入っているんです。それ

であと歴史ですよね。それから北海道地区

だったらアイヌの文化とか，そうやって統合

的なものをつくる……。

本城 それは大学教育学会でなくて，一般教

育。

大谷 そうか。一般教育，当時はね。

本城 あれ，一般教育学会が名前をうちと反

対に共通教育研究会に変えました。実は全国
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に各地区あったんだそうです。今は東北・北

海道地区だけ残っていて，我々共通教育委員

会のときも教務委員会のときも派遣されます

よね。

大谷 東北・北海道地区しか残っていないの。

私，福島大学と北星学園のときと⚒回行った

んですけれどもね。

本城 行きましたよね。だから東北と北海道

で交代で開催して，うちでやったときも皆さ

んに協力してもらって 10 年ぐらい前にやっ

た記憶があります。

多分ね，文科省の締めつけが厳しくて，教

育についていろいろ検討したり研究したり刷

新したりする，教育も変えたりしなければな

らないのは，小樽商科大とか教育大とか旧二

期校です。一番文科省に言われていろいろな

成果を出していて，その一般教育研究会でも

山形大とか福島大とかすごい積極的に人を

送ってきたり，その成果を刷新したりしてい

るのですよね。そういうのなんか見ました

ね。樽商もそうですね。

大谷 学園に何度もお声がかかるのに学園は

断っていたでしょう，すごく面子がなかった

ですよね。⚒次会に行って，そこでみんなか

ら言われるのですよ。⚒回ともそれで，断っ

てこいと言われて行くのですよ。ぺーぺー

だったもんだから。

本城 僕も引き受けようとしたら，事務長が

できませんとか言って。それで，多分皆さん

に声かけて手伝ってもらって，北海学園で

やったんですよね。あの後やっていないよ

ね。

岡崎 それはもう 10 年ぐらい前の話。

大谷 それやったのはね。私の例は 20 年前。

本城 そうそう。何で北海学園やらないのっ

て。

大谷 もし実現ができていたら，それまた楽

しいもんだろうなと思うのですけれども。

【各分野の教育方法について】
本城 さっき言ったけれども，英語は英語教

育の人が 14 名のうちもう 10 名になっている

のですけれども，中国語とフランス語はどう

なんですか。そういう何々語教育という専門

家が。

大谷 今は，語学教育，それから教育法とい

う，そういう募集が多くなっていますね。そ

れで，実は私の後輩たち，本当にたくさんオー

バードクターがいるんですよ。文学だけやっ

ていると食えない。

本城 そうなんですか。僕の後輩なんですけ

れども，アメリカ文学やっているんだけれど

も，やっぱり英語教育のマスターも通信で

取ったりしているんですね。そういう人事に

応募するときに文学だけじゃ食えないから，

多分英語教育のそういう資格を持っていれ

ば，それは両方できて一番いいですよね。そ

ういう教育法というのがきっと，僕には

ちょっとなじまないけれども，一般的になっ

てきていますよね。だから物理とかそういう

のは余りないですか。物理学教育。

岡崎 いや，あるのかもしれないけれども，

物理教育とか自然科学教育というのは，そん

なに盛んじゃないと思うな。

本城 体育はありそうだね。

小島 社会科教育自体あります。教職だと理

科教育とか教育法でやるけれども，あれは本

当に高校生向け，小中高向けですね。
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大谷 学会の中でそういう分科会になんかあ

るんですかね。言語学会だと，その中に教育

があるんですよ，教育部門が。それはどうな

んでしょうかね。

亀井 方法論とか教科教育法というような専

門分野に近い教育法，体育教育というよりも，

研究分野の一つになっていますもんね。

山田 指導法とか今コーチングとかあるけれ

ども，そういうもの，そういう指導者を育て

る。

亀井 あれ，コーチングなんか本当は心理学

の先生が多いのですよね。両方兼ねて。経営

学専門の方も多いですね。コーチング。経営

学分野の方，かなり体育のほうに，これは食っ

ていけるという感じが体育の専門家よりも増

えてきていますよ。

山田 ちょっと変わったタイプというか，⽛古

い⽜大学ではいないような先生方も結構増え

てきて，教え方そのものにいろいろ注目して

研究している。これから採用なんかでも考え

なければいけないのですかね。

大谷 両方あってほしいですけれどもね。

山田 両方あるのが一番いいんですけれども

ね。

亀井 法学部の川谷先生なんかは体育哲学，

スポーツ哲学で，体育の学会とか集まりの中

で講演したり，専門は哲学ですけれどもス

ポーツのほうに。

本城 スポーツ倫理学っていう本書いていま

すよね。

亀井 面白いですよね。

【教養ゼミとは】
岡崎 先のカリキュラム案にあるフレッシュ

マンズセミナーというの

は，大学生としての基本

的な読み書きとかの技術

を教えるという内容で

しょう。でも，あれ教養

部でやっていたゼミ，何

という名前だったっけ。

本城 クラス顧問ではない。

岡崎 教養セミナー，何セミナーだったか。

本城 それは後ですよね。

岡崎 いや，昔からあったでしょう。

本城 クラス顧問というのはありましたよ

ね，教養部。

岡崎 今でも学部でもあるでしょう，クラス

顧問。

本城 教養時代に教養セミナーの前の段階

で，例えば語学のクラスで分けていて，違っ

たかな。

大谷 ありますけれども。

本城 それは大学での学び方の技術を教える

のではなくて，高校のホームルームみたいな

のがあったのですよね。

大谷 新歓コンパがあって嫌々行ったとい

う。それで，あとセミナーですね。私，教養

ゼミって呼んでいたやつですよね。

岡崎 教養ゼミか，そうか。

山田 当時の教養ゼミは，資料⚒にあります，

経済学部で教養がなくなった後で基礎ゼミと

か設けましたが，初年時教育では各学部もい

ろいろ工夫して，入門科目などをやっている

現状ですけれども，当時はこういう形で分野

ごとにこういうのをつくってやっていたり，

この辺の状況とかどんなような取り組みだっ

たのかあたりも一つの柱になるのかなと。

18

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年⚓月)

19

本学の教養教育を考える─教養部を振り返って─（小島康次，本城誠二，亀井伸照，岡崎敦男，大谷通順，山田誠治)



18

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年⚓月)

19

本学の教養教育を考える─教養部を振り返って─（小島康次，本城誠二，亀井伸照，岡崎敦男，大谷通順，山田誠治)

資料⚒ 平成元年度 演習（教養ゼミ）一覧
（昭和 62 年度以前入学者は特別講義扱い）

区
分 担当教員 テーマ 対象

学年 曜日 時限 定員 初回の演習日 許可者

人
文
科
学
演
習

小野 誠二 生と死 ⚑ 水 ⚔ ⚔月 26 日
植木 幹雄 日本の陶磁史 ⚑･⚒ 金 ⚔ ⚔月 21 日
山根 對助 連句をつくる ⚑･⚒ 金 ⚔ 15 ⚔月 21 日
菱川 善夫 地獄の文学 ⚑･⚒ 金 ⚔ ⚔月 21 日

國田 祐作 造形の基本から表現まで─ヴィ
ジュアル・デザイン実習─ ⚑ 水 ⚔ 男 10

女 10 ⚔月 26 日

藤田 正 日本の近・現代に生きた人々 ⚑･⚒ 水 ⚔ ⚔月 26 日
木津 隆司 西洋史の流れ ⚑ 水 ⚔ ⚔月 26 日

社
会
科
学
演
習

藤本 富一 憲法 ⚑･⚒ 水 ⚕ 12 ⚔月 26 日
林 昭男 ファシズムと人民戦線 ⚑･⚒ 金 ⚔ 10 ⚔月 21 日
西沢 悟 心理学を更に学ぶ ⚒ 水 ⚔ ⚔月 12 日
村井 忠政 アジアNIES と中国 ⚑･⚒ 金 ⚔ ⚔月 21 日
橋本 剛 国家とは何か？ ⚑･⚒ 水 ⚕ ⚔月 26 日
熊谷 和夫 教育はだれのものか ⚑･⚒ 水 ⚕ ⚔月 26 日
松田 光一 人間と技術 ⚑･⚒ 金 ⚔ 10 ⚔月 21 日
小島 康次 認知科学入門 ⚑･⚒ 水 ⚕ 13 ⚔月 26 日

自
然
科
学
演
習

山本 隆範 現代数学入門 ⚑･⚒ 火 ⚕ ⚔月 25 日
岡崎 敦男 原子力発電の諸問題 ⚑･⚒ 金 ⚔ ⚔月 21 日

相川・竹貫 基礎化学実験実習 ⚑･⚒
1学期 金 ⚔･⚕

40
⚔月 21 日

⚒学期受講希望者
も⚑学期初回の演
習に出席すること相川・竹貫 基礎化学実験実習 ⚑･⚒

2学期 金 ⚔･⚕

斉藤 享治 札幌周辺の地形の形成過程 ⚑･⚒ 火 ⚕ 15 ⚔月 25 日
佐藤 謙 植物分類学 ⚑ 金 ⚔ 10 ⚔月 21 日

堀 淳一 地図と空中写真の読み方 ⚒ 木 ⚔ 13

⚔月 13 日
⚔月⚗日～⚔月
12 日正午まで教
養部事務室にて受
付けます

総
合
科
学
演
習

筒浦 明
⽛北海道の都市・村落⽜を勉強，
調査し，人文・社会的調査法を身
につける

⚑･⚒ 水 ⚕ 10 ⚔月 26 日

藤村 久和 語りつがれてきたアイヌ文化─
特にアイヌ語地名─ ⚑･⚒ 火 ⚕ 10 ⚔月 25 日

藤村 久和 語りつがれてきたアイヌ文化─
特にアイヌ語地名─ ⚑･⚒ 金 ⚕ 10 ⚔月 21 日

大江 敏美 民族紛争（政治と伝統文化） ⚑･⚒ 水 ⚕ ⚔月 26 日

鳥井十三雄 マスコミ，とくにその自由に関
する日本と世界の実情 ⚒ 水 ⚔ ⚔月 12 日

杉村 徹 情報科学・関係する諸分野 ⚑･⚒ 水 ⚔ 15 ⚔月 26 日
立谷 憲二 カナダは如何なる国か ⚑･⚒ 水 ⚔ 15 ⚔月 26 日
山中あき子 カナダの生活と文化 ⚑･⚒ 火 ⚕ ⚔月 25 日
A. ハンター
（⚑学期） ⽛カナダ研究⽜ ⚑･⚒ 金 ⚔ ⚔月 21 日T. キング
（⚒学期）



岡崎 教養ゼミというのは，それぞれの人の

専門の科目を経験してもらって，要するに勉

強が楽しいということを伝えようというもの

だったけれども，最近のカリキュラムプラン

というのを見たら，そういう形式ではなく

なってて，基本的な能力を教えるとか，そう

いうふうなことになってしまっているね。こ

れは教養部がなくなった後の各学部の方針な

のかな。

読み書きとかの能力を教えるのは大事だけ

れども，やっぱり勉強って，わかるって楽し

い，ということを教えたいね。

山田 というか，本当にそれがないとツール

だけとりあげて，形だけやっても。興味関心

が高まって，やっぱり何でも調べたくなって，

それでもっと調べたいというときにこそツー

ルは身につくだろうと思いますね。

岡崎 そうだね，それなら教養ゼミも，自分

の専門等でやりなさい，というわけでもな

かったのかな。

【専門を超えた⽛教養談話会⽜】
大谷 これ持ち出しだったのですよね。でも

楽しかったです，定員 20 名で。目を輝かせ

ていましたね，学生たち。

あと，教養談話会は私大好きでしたね。岡

崎先生の話とか大好きだったな。私も一応

やったんですけれども，書いていないね。

山田 資料⚓が教養部学術研究会というもの

で，これはおそらく研究の共有，ということ

で行なわれているということもあって，下か

ら⚓行目の岡崎さんの最新の宇宙論が教授会

が長引き中止という，そんなこともあったの

かと。結構な頻度で年に一，二回，やってい

るということで，ずっと歴史的にさかのぼっ

た資料があったので準備してみました。

大谷 これ平成元年までしか，その後のやつ

載っけていないから。この後も持ってくれば

よかったですね。

岡崎 これはなかなかよかったね。

大谷 ケーキとコーヒーが出て。

岡崎 いろいろな学部でも同じようなことを

試みてるんやろね。工学部でも試みた人たち

いるらしいんだけれども，続かなかったらし

いわ。何が問題だったのかちょっとわからな

いけれども。

本城 教養は結構いろいろバラエティーに富

んでいて面白いですよね。自分の専門外のこ

とを聞きたいという意識は総体的に強いのか

な，教養の人は。

大谷 語る方も。語る方も面白く語ってくれ

ましたよね。

【⽛余裕⽜がない？】
山田 最近感じるのは，他人の分野のことに

関心を持たなくなっているとか，随分昔とは

違ってきた。

大谷 本当に。ただ，もしそうだとしても

どっちにしろ労働強化でもって，みんないつ

も忙しくて，とかもありますよね。

岡崎 うん，本当に余裕はないね，さっき学

生は⚑年目に本当は専門の香りを嗅ぎたいん

だと言ったけれども，基本的に専門の人たち

は⚑年目に教える余裕がないからね。既に手

いっぱいで，新しい科目なんてとてもとても

という状況。本当にみんな忙しい。

本城 今，工学部の建築の⚑年生ってどんな

ことを教わってるの？
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資料⚓ 教養部学術研究会

第⚑回 昭和 49 年⚑月 24 日 広 瀬 隆 司 留学事情（フランス）
第⚒回 昭和 49 年⚓月 16 日 筒 浦 明 日本の河畔砂丘
第⚓回 昭和 49 年⚔月 25 日 榎 純 孝 ハーディ文学の再評価について 小野・鈴木・佐藤卓
第⚔回 昭和 49 年⚖月 13 日 竹 田 憲 司 体育の学習指導について 〃
第⚕回 昭和 49 年⚗月 11 日 村 井 忠 政 予言者型社会学と祭司型社会学 〃
第⚖回 昭和 49 年 10 月 31 日 西 沢 悟 色彩のはなし 〃
第⚗回 昭和 49 年 12 月 12 日 佐 藤 謙 北海道の高山植生について 〃
第⚘回 昭和 50 年⚖月 19 日 木田橋 喜代慎 雑誌のレイアウト 小野・竹田・吉田
第⚙回 昭和 50 年⚗月 10 日 山 口 修 司 カフカの周辺 〃

第 10 回 昭和 50 年 10 月 12 日 筒 浦 明 カナダ・バンクーバー市および
周辺の地理 〃

第 11 回 昭和 50 年 11 月⚗日 橋 爪 達 雄 現代文学の一つのパースペク
ティブ 〃

第 12 回 昭和 50 年 11 月 27 日 熊 谷 和 夫 教育における地域性について 〃
第 13 回 昭和 50 年 12 月 11 日 木 下 廣 之 バイオリズム 〃

第 14 回 昭和 51 年 月 日 佐 藤 卓 司 アルベール・カミュの不条理に
ついて 小野・竹田・吉田

第 15 回 昭和 51 年 月 日 山 根 対 助 邪馬台国研究の現段階 〃
第 16 回 昭和 52 年 月 日 世 戸 憲 治 エネルギーについて 小野・竹田・吉田
第 17 回 昭和 52 年⚖月 16 日 筒 浦 明 世界ところどころ 〃

第 18 回 昭和 53 年⚖月 29 日 藤 田 正 ある法制官僚の生涯と明治前期
の法典編集 小野・松田・河口

第 19 回 昭和 53 年 10 月⚕日 橋 本 剛 ドイツからの帰朝報告 〃
第 20 回 昭和 54 年 10 月⚕日 立 谷 憲 二 英国からの帰朝報告 小野・木下・橋本雄
第 21 回 昭和 55 年 月 日 筒 浦 明 帰朝報告 小野・木下・橋爪
第 22 回 昭和 56 年⚖月 25 日 熊 谷 和 夫 イギリスの教育事情について 世戸・藤田
第 23 回 昭和 59 年 12 月 13 日 筒 浦 明 フランスの東西プロフィール 山根・林・松田浩
第 24 回 昭和 60 年⚔月⚖日 村 井 忠 政 日本とカナダの相違

熊谷・佐藤卓・本城
〃 〃 植 木 幹 雄 Bishop Butler のイギリスにお

ける実地見聞
第 25 回 昭和 61 年⚑月 24 日 鈴 木 輝 雄 東欧と日本

〃
鳥 井 十三雄 カナダ人学者の日本観の偏見に

ついて
第 26 回 昭和 61 年 月 日 小宮山 英 重 さけの魅力 熊谷・佐藤卓・本城
第 27 回 昭和 62 年⚔月 23 日 大 江 敏 美 日米大学教育の比較について 熊谷・佐藤卓・本城
第 28 回 昭和 62 年⚕月 24 日 國 田 祐 作 ICONとしての向日葵 〃

第 29 回 昭和 63 年⚓月 11 日 山 口 修 司 西ドイツにおける語学研修と国
際交流の難しさについて 〃

（中止) 昭和 63 年⚗月 14 日 岡 崎 敦 男 最新の宇宙論
─教授会が長引き中止 熊谷・佐藤卓・國田

第 30 回 平成元年⚓月 29 日 岡 崎 敦 男 赤道円盤の大域的振動論 〃

第 31 回 平成⚒年⚓月 16 日
筒 浦 明
鈴 木 輝 雄
大 沼 盛 男

ソ連極東事情
─筒浦教授退職記念特別研究会─ 筒浦・西沢・桂



岡崎 専門科目もあるけれど，少ないです。

基本的に物理や数学を除けば主に共通科目を

取ることになる。

本城 あそこ⚑年ぽっちだもんね。じゃ一般

教育も多いですね。

岡崎 専門科目の時間帯って決まっています

けれども，全部は埋まってないんじゃなかっ

たかな。埋まっているところでも，専門と

いっても数学とか物理が入ってくるから，学

生から見ると専門やっている気がしないよ

ね。

本城 そんなに⚑年目から建築の学生は建築

やりたい。

岡崎 というか，今，建築と言ったけれども，

ほかの学科でもそうですよ。やっぱり学生は

⚑年目，共通科目がすごく多くて，何しに来

たんだかわからないみたいな意見を言ってい

る。

大谷 ただ，あれですよね。選択する分野に

よって大分違いますよね。だから，文学かな

んかといったらぼんやりで，家で本読んで

たっていいんですよ。だから，ちょっと違い

ますよね。工学とりわけ技術でもって自然科

学を応用する，そこは非常に明確に形が見え

ますよね。

岡崎 それはあるね。工学部の学生っていろ

いろな科目取りなさいよと言っても，やっぱ

り理科系の科目をほとんど取ってしまう，そ

んな感じだもんね。

本城 逆に，じゃあ人文の学生って教養みた

いなもんだから，どういう科目を取りなさ

いって言いづらいし，体系的なものちょっと

学ぶならこういうのを取りなさいとか，こち

らで指示しないとだめみたいだね，今の学生

は。

大谷 ぼんやり，ぼんやり……。

本城 でも，そうやって，そういうわけのわ

からない人文を選んできた学生って結構僕は

見どころあると思うんですけれども。

大谷 自分の近似値に似たような存在なん

じゃないですか。近似の姿。

本城 でも，英米文化は英語をぺらぺらでき

るようになりたいという，そこは多いです。

日文のほうがもうちょっと文学志向的な。

大谷 私みたいなのがいっぱいいるんです

ね，ぼんやりしたのがね（笑）。

岡崎 会話中心の授業なの？

本城 そんなことないです。ただ，学生に基

礎ゼミで自己紹介させるとそういうの多いん

ですよ。ちょっとがっかりしちゃうんですよ

ね。だから社交的だけれど。

岡崎 会話なんて時間かければできるように

なることだしね。

本城 僕もそういうふうに言っているんだけ

れども。

岡崎 それよりは会話を始めたら，相手が何

を考えているかを理解することが大事になる

ので。

本城 会話って自分が何を言うかということ

が大事。

大谷 それがない人が口先だけ発達させても

ね。

本城 でも，そういうほうが就活の，割りと

いい数字になるし，日文の考える子って真面

目なんだけれども，就活には弱いっていう。

そういう学科の違いありますよね。

大谷 でも強いですね，それね。
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【就職と教養】
山田 就職とかに役に立つとかどうか，とい

うことと，教養を学ぶというのは，相反する

ことなんですかね。それともつながっていく

のか。

岡崎 我々の時代では相反することですね。

でも，今それを融合しないとまずいやろね。

特に今，本当に就職と密接に関係したことを

やるような圧力がかかってきているからね。

大谷 各教員，そうですよね。まともな就職

活動一度もしたことない人間がどうしてそん

なこと……。

本城 そうそう，ないですよね。

大谷 教員の免許も持っていないし。

本城 これはまずいな（笑）。

大谷 運転免許も持っていないし。

岡崎 僕なんか宇宙だから，⚓年になって宇

宙の専攻に進むときに，⽛もう就職は皆さん

ないと思ってください⽜って，教員に言われ

ました。

本城 宇宙開発センターとか JAXAとかは。

岡崎 ごく僅かですよね，そんな就職先に行

ける可能性はね。

【IT 化の中の学びの変化の中で】
小島 ちょっと話を変えていいですか。

大谷さん図書館長されていて，私が前の前

の前，図書館長したときに感じたんですけれ

ども，やっぱりアクティブラーニングとか，

ラーニングコモンズ，私のときにちょっと始

めた，あれは学生の図書館の使い方がすっか

り変わっちゃったということで，図書館が危

機感を持って始めたことで，つまり学生が来

ないと言うのですね。だから学生が大学に来

ないということで，ラーニングコモンズもそ

うですし。もう大学に来ないということは，

自分でコンピューターとか使えれば，今はも

うコンピューターでもなくスマホですよね。

コンピューターを使っているのはおじさん

だって言われてます。もう，私としては，IT

に詳しくなければもうだめですって。学生た

ちはスマホを使っているので，もう自分では

追いつかないんで，自分でやる時間もないし，

学生に頼んで，ついて行けないから学生にや

らせます，というような時代ですよね。

以前からもそういうことが始まっていて，

だから教養教育ってそういうことも大事なん

だけれども，そもそも知識の，大学の教育の

あり方がなんか大きく変わりつつあって，そ

の中で一般的な教養って何だろうという話も

考える必要がある。役に立つ知識って，結構

もう学生たちはパッパッと必要なものは取っ

ちゃっているんですよね。じゃあそこで取れ

ない知識ってなんだろうって。それがラーニ

ングコモンズとかそういう発想になったんで

すね。つまり，来ないとできない教育をする

ということですね。ディスカッションとか。

しかし，その必要性ってどの程度あるのかと

いうことと，そういう学生と自分一人でこつ

こつそういうものを見ながら楽しんで勉強す

る，勉強というか知識を得ていくとかね。本

当の勉強になっているかわかりませんけれど

もね。体系的じゃない，というのは間違いな

いんですけどね。

断片的だけれども，使える必要な知識は，

図書館なんか来てやるよりも，あるいは本読

むよりも，さっさと時間的にもコスト的にも

物すごく今簡単に手に入るというのは事実で
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すよね。だから，大学教育はそれに対して一

体何が提供できるのかという，その辺のとこ

ろの議論ってしているんだろうか。アメリカ

なんかでは，結構そういう新しい種の，もう

要するに来なくてもいいみたいな，全部カリ

キュラムをオープンにしておいて，勝手に

Web 上で多分ビデオ講義見て金を払えと，

何時間幾らで払えと，そういうこともやって

いますよね。

山田 革命的に変わりつつある……。

【問われいてるのは大学教育そのもの】
小島 そういうのを見ていると，こういう言

い方あれなんだけれども，教養教育とかとい

う議論は，ちょっとワンテンポおくれている

んじゃないかなって。

もう今さら教養教育がどうこうという話を

しても，今の時代の学生，若い人たちが中学

生だけではなくて，平均的な学生と優秀な学

生と現実にいますから，その辺のどこにター

ゲットを絞るのかということと，やっぱり優

秀な学生というのは視野に入れないといけな

いと思いますけどね。優秀な学生が何を求め

ているのかということと，それに合わせて普

通の学生を普通以上にもっていくという，普

通以上というと，ちょっとそういう言い方っ

て差別的な発言で申しわけないんだけれど

も，やっぱりやる気のある人がどんどん自分

でそのツールを生かして，もう大学教育なん

かそっちのけでどんどん新しい学修，それ以

上のことやっている学生もいるわけですよ。

起業したりいろいろなことをやっています

し，でも，そういうのに乗り切れない学生っ

ていますよね。そういううちの学生を見てい

ると，やっぱり結構多数派の人たちが何やっ

ているかわからないと，そういう学生に対し

てどういう教育を提供できるかという，それ

は教養教育とか専門教育だという以前という

か，そういう話ではなくて，もっとそもそも

大学教育のあり方，彼らが何を，しかも求め

ているんじゃなくて求めていないんですよ，

余り。何か知らんけれども何か与えてほしい

と言っているので，それを活性化させるには

どうしたらいいのかという，この辺のところ

をもっと我々は考えないと。我々自身が既存

の学問の体系の中で教育されてきたので，発

想がやっぱりちょっとプアかなって思っちゃ

うんですよ。

岡崎 それはあるね。

小島 だから，今の学生のレベルにはすごい

幅があるので，すごい連中は何やっているの

かというね，もうちょっと我々も勉強しない

といけないかなって，そんな感じはしていま

すけれどもね。

【人と人のつながりから育つ】
大谷 小島先生はとても虚心な先生だなと思

いましたけれども，と同時に，いかに優秀な

学生であっても，やっぱり最後に⽛人文⽜と

いうところに引きよせたい。相手が人である

からには，これ遠隔地教育だけでは済まない。

スクーリングがやっぱり必要なんだろうね。

どうしても人と人の議論というのはやっぱり

必要なのではないでしょうかね。そもそも

ラーニングコモンズはそういう役割ですよ

ね。一度は集まってきて議論をぶつけましょ

う，と。それどんな形態になるかわからない

ですけれども，必要じゃないかと思うのです
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よね。

今，文科省のほうで図書館の新機能という

ところで，図書館はそれまでの情報の集積の

場所，それから参照の場所ではなくて，要す

るに新たな物を生産するための場所，そこで

もって議論するんだということが出ています

よね。もともと私たちの教育自体が人の教育

だと思うのですよね。私はそんな大して勉強

していないし，さっきのスキルを見につける

だとか，あるいは情報を頭の中にたくさん蓄

えるとかということだったら，学校はそれも

一つの機能かもしれないけれども，私にとっ

ては重要ではなかったと思いますよね。

やはり，学生時代，研究室にほぼ 365 日行っ

ていたのです。なぜかというと，そこで人と

議論するのが愉快だったからですよね。その

機能はどんなに時代が変わっても人間相手に

行う限りは変わらない。もしかしたらそれ

AI がだんだんやるようになるかもしれない

けれども，今のところは人には勝てないん

じゃないでしょうか。

それから，⽛古くさい⽜私たちの思考ですけ

れども，これは優秀な学生にとっては珍しい

ものでもあると思うのですよ，十分。スキル

とかそういったものでどんどん高度なものを

身につけるとか，知識量をたくさん増やすと

いうこととは全然違うことが教育の中にある

んじゃないかなと思ってね。私がたくさん勉

強していないから特に思うのですけれども，

やっぱり思いもよらないものの考え方がどん

な人でもあるんじゃないですかね。それを提

供できればいいんじゃないかなと思うのです

けれども。

本城 僕もそう思いますね。人との議論だと

思うのだけれども，そういう場に今の学生た

ちを引っ張ってくるというか，そこがすごく

難しいんだよね。

大谷 実は，本当に先生方のおかげで，あの

⚔階のところがオープンになって，図書館長

として嬉しかったのは，非常勤の先生方が質

問やなんか受けるときにあそこでやってくれ

ていることです。これよかったなと思って。

非常勤講師室だとほかの人の迷惑になったり

して困りますよね。それで，学生が生意気に

⽛これだけがうちの優れた点ですから，地下

鉄から上がって来れることとね⽜などと言っ

ている。でも，そう言いながら使っていまし

たので，よかった。全く偶然に目撃したんで

すけれども，その先生は何回も来ていました。

だから，みんながみんなじゃなくて，比較的

若い大学院生なのかもしれませんけれども，

うちの学生を相手にしてあそこでいろいろな

ことを答えてくれているんだなって。

岡崎 アクティブラーニングの新しい部屋も

含めて，あそこの利用率は高いね。

大谷 嬉しいですね。本当に人数は多いんで

すよね。図書館の通常の使用はちょっと危な

いぐらいなんですけれどもね。

本城 どこかにそういう場所が求められてい

たのかなと思うのですね。

亀井 もともとがひどかったですよね。あの

吹きさらしの寒い空間しかなくて，うちには

特に必要でしたよね，それは。

大谷 ただ，今来ているのはやっぱり一部で

すよ。大多数の人は，利用率は高くなったと

いっても全員が全員は享受していないですよ

ね。一方，高度な，もう大学を離れて独自に

やっている連中もいますよね。それを私たち
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どういうふうにして配置したらよろしいので

しょうね。

小島 今，お話聞いていたら，やっぱり

⽛ひょっこりひょうたん島⽜ですよ。なぜ勉

強するのかっていう。

大谷 そう，人間になるためってね。専門に

いると，そっちの世話するばかりで。

本城 逆に，人文は法学とか物理とかってな

いから，取りとめのない学問なので，自分の

担当した学生は，例えば経営の学生に何やっ

ているんだと言われたときにどう言えるか，

ということを基礎ゼミの中で戦略的に教えて

います。今役に立たないけれども，いずれ役

に立つかもしれないようなことをやっている

んだと，それも含めて。だから，本当に何を

やっているの，学問ってなぜやるのというと

ころも，多分人文の基礎ゼミではやらないと，

建築みたいに建築家になるんじゃないから，

そういう意味で人文を選んできたというの

は，わりと茫洋として偉いなと。

狭く固まらないで偉い。それを少し枠をつ

けてあげるようなことを，多分教養教育なり

自分の学部教育でやれればというのと，コン

ピューターや Iphone のリテラシーはすごい

けれども，なぜ勉強するのかとか，人と議論

するのか，ということは人文ならある程度や

れそうな気はしています。

大谷 ちょっと経済に来る学生たちも，そん

なに経済理論を学ぼうと

思ってくるわけじゃない

ですよね。

岡崎 すごいな。それ自

然科学と相当違うね。

山田 やっぱり就職に有

利だから経済とか，は否めない。その流れで

入ってきた学生に無理くり専門的なことを教

えこもうとするなと，でもこれぐらいまでは

理解してもらいたい，とか悩んでいます。世

の中の教養を身につける，とかの目標設定も

しないと。なかなか，そこはいろいろな議論

があるんだけれども。経済学教育学会なんか

でも，要するに経済学って学んで何になるの

という議論もあります。

本城 そのほうがいいんじゃないですかね。

役に立たないということはいいことになっ

て，逆に言えば。

岡崎 大体，専門科目を仮に⚔年間勉強して

も，それでやれることはたかが知れてるわね。

大谷 まさにそうなんですよ，今，すべてが

高度化していてね。

本城 それは学部のその人に言いたいよね。

本当そうだと思う。

大谷 本当に，もう大学院行って勉強してね，

ということで本当……。

本城 ⚒年間教養取れたのに足して⚔年間

やったって，たかが専門のスタートラインぐ

らいなんですよね。だから，大学院で本当の

専門学ぶはずなので。ずっと教養に⚑年半ぐ

らいいればよかったのにねと思ったりします

けれどもね。

岡崎 本当に小島さんが言ったように，知識

はどこからでも手に入るので，何を教えるか

難しいね。ディスカッションを中心にすると

いうのは一つのやり方だけれども，知識をど

うつないでいくかいうことも，やっぱり大学

で教えられると思う。

山田 つないでいく。

本城 それで，学生はデジタル情報はわかる
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けれども，それを線でつなぐようなのってい

うのは，確かに大学の役割かもしれない。

岡崎 ジグソーパズルのピース⚑個⚑個の模

様は詳しく見えるかもしれないけれども，こ

れが全体の中にどうはまっているのか，とい

うことは，Web の検索だけではなかなかわ

からない。

大谷 私，すごく古くさいかもしれませんけ

れども，輪読って大切だと思うんですよね。

残念ながら人文の学生も，本が好きだなんだ

言っているけれども，実際にはそんなに好き

じゃなくて，要約サイトから引いて，それを

コピペしてくるわけですよ。要するに，リー

ターズダイジェスト。うちの親の世代は，一

家に必ず百科事典があったように，リーダー

ズダイジェストもみんな買うという時代だっ

たんですけれども，あれはだめですよ，やっ

ぱり。要約を見たって，元のものからはたく

さんの部分を落としていくからダイジェスト

ができるわけで。実は，筋道が外れた，細か

なところにいっぱい議論があったりする，そ

れが面白くて読んでいくと思うのですよね。

輪読の楽しさって，味わってみないとわから

ない。もしかしたら分野によって味わってい

ない人がいるかもしれないけれども，輪読っ

て本当に楽しくて。

本城 同じ文学部だけれども，英文でも大学

の授業よりも先輩や仲間との輪読っていう人

が，あれはすごい刺激になったし面白かった

ですね。

大谷 こんな見方があるのかとかね。

本城 そうすると，大学教育要らなくなっ

ちゃうよね。場が必要なんですね，やっぱり。

学部の控え室とかそういうところでやってい

たのが。

大谷 それに，よく概説やなんかで語られて

いる人物像って実は違うんですよね，有名な

人物がとんでもない発言いっぱいしていて

ね。それからもともとその人の生涯だってと

んでもなくて，いっぱい女に手を出していた

りとかね。

本城 じゃあラーニングコモンズみたいなと

ころで輪読みたいなの，同級生でも先輩，後

輩でもいいし。

大谷 あの非常勤の先生は，多分そういうこ

としているんだろうなと思って見ていました

よね。

本城 さっき小島先生がおっしゃったよう

に，教養部教育というもの自体がもしくは大

学教育自体を一歩退いてみるということは，

確かに重要ですよね。教養も変わってきてい

るし，大学教育も変わってきている。

山田 なるほど，そうか。やっぱり教養部は

過去の存在になっちゃうね。

本城 そういう結論なの。

大谷 教養は変わってもまだまだ。

岡崎 でも，もう大学教育自体が教養教育の

ようなもんなんだから，それに対しての発想

というのは旧教養部の人たちはかなり持って

いると思うよ。

山田 そうだね。

本城 でも，大学教育自体がもう教養教育み

たいと言っちゃうのは，学部の人はうーん，

ノーって言うんだろうけれどもね。でも，実

際にはそうだと思う。

小島 本当に。たかがという感じですよね。

岡崎 でも，文科省もそう言っているわけや

からね。
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大谷 そうなんですよ。

本城 文科省はすぐ変わるから。一時期は大

学院教育重視でうちもつくったじゃないです

か，ドクターとか。

【相手にわかってもらう姿勢】
山田 個人的にも教育熱心な人が教養出身の

先生にも多い気がします，っていうか，目の

前の学生のこと念頭に入れてやっているとい

うのは感じました。教養担当にもいろんな先

生いるけれどもね。もちろん経済にもいろん

な人がいるのですが。問題意識というか，学

生に対する姿勢の違いは，話していると感じ

ます。

岡崎 やっぱり⚑年目の高校出たばっかりの

学生を相手にしているから，相手に楽しいと

思ってもらいたいとか，わかってもらいたい

という気持ちは強いわね。わからないほうが

悪いんだなんて思わないよね。

本城 あと私は学部変わったので，大学は⚑

校しか知らないけれども，学部二つ三つ違う

じゃないですか。そうしたら意識とか感覚と

か，例えば相対的になりますよね。自分の中

で正しいというのが全然通用しないし，教養

部のときも英語って英語部落と言われたらな

んかちょっとね。何だか。

大谷 第⚒外国語かなんか，もう本当に。な

んか当時の教養部の空気を目の敵にするよう

ですけれども，皆もう軽んじて軽んじて，我々

を本当に。

本城 失礼でしたよね。

岡崎 教養のときそうだったの。

小島 そうなの。

大谷 そうでしたよ，いつもそういう扱いだ

なと思っていた。

本城 だから，周辺にいたから結構見えると

ころもなくはないし，学部でも，共通教育研

究部，経済，そして人文だから，⚑カ所にずっ

といる人たちよりはちょっと見えているか

な，という。

大谷 随分あるって。

岡崎 あと，教養部には，フィールドワーク

をやっている人が結構多かったので，フィー

ルドに学生を連れていくと学生が生き生きす

るいう，そういう発想がありましたね。

例えば，自然科学実験室のことが，数年前

に議論になってたでしょう。あれは一般の教

室にしてしまうべきだという，そんな撤去論

があった際，教養教育はもう座学でいいんだ

と，黒板だけでいいんだ，実験なんて要らな

いんだと強く言われたけれども，でも，実験

をしないとわからない感動というのはあるん

だわね。でも，それをいくら議論しても通じ

なかったよね。

本城 僕も見直しを言われ，なんとか確保さ

れて。今後どうなるのかね，あそこね。

大谷 理科嫌いだったんですかね。一番楽し

いのにね。

岡崎 黒板で書くだけでは伝わらないことは

あると思うけれどもね。だから，実験できる

部屋いうのは貴重な部屋なんだわね。

本城 資料も置いてあるんでしょう。

岡崎 資料というか薬品類。危険でないもの

は置いてあります。

大谷 生物の標本とか。

岡崎 それもあります。だからほかの学部に

でも使ってほしいんだわね。実験でなくても

一応テーブルがあるから，ゼミなんかには使
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えるだろうし。

本城 そうか，工学部の⚑年生は少し使って

いましたね。今ちょっとわからないけれど

も。生命が始まったとき。

岡崎 ほかの学部の人も使っていいんだけれ

ども，誰も知らないのか，希望がないという

状況。

山田 それもなんかアクティブ的やね。昔は

理論家が頭がよくてフィールドは体力とか

……。今は，それは間違いで，また広範な分

野でそういう考えはなくなってきているけれ

どもね。昔はそういう理論至上的な考えがな

んかが典型だったけれどもね，

岡崎 それは，突き詰めると最終的には物理

学帝国主義になるんだよね。物理以外の学問

は学問ではないとかいう（笑）。あれよくな

いよ，本当に。

本城 でも，物理学の前に哲学じゃない。

ヨーロッパのあれで。全部 Ph.D だもね。

あ，物理学は違うか。

岡崎 いや Ph.D ですよ。

本城 Ph.D なの。じゃあ哲学博士，そこか

ら始まっている。その前は神学ですからね。

岡崎 こういう全学的な教育を考えたときの

議論を，教養の人間，旧教養の人間だけじゃ

なくて専門の人も入って行うのも面白いかも

しれません。

亀井 こういう話ね，ほかの先生方ともして

みたいですね。

本城 本当ですね。

大谷 ぜひ工学部の先生としてみたいもんで

す。へえーっていう感じになるかも。

岡崎 あと法学やね。

亀井 また，法学部は若い先生ふえています

もんね，わりと。

山田 今日は多岐にわたり有意義なお話，あ

りがとうございました。

（この対談は，平成 30 年⚑月 17 日に実施さ

れました）
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（上） 山田 岡崎 大谷
（下） 小島 亀井 本城




